奥ヤンバルの里

牧歌的な小さなリゾートである奥ヤンバルの里は、ゆったりとした家族旅行に最適です。奥ヤンバルの里という名称は、国頭村の奥（inner）地区というこの場所の位置を指していますが、「やんばるの奥深くにある村」と解釈することもできます。5月初旬のこどもの日には、何百もの色とりどりの鯉のぼりがはためく里の「鯉のぼり祭り」を見に島中から何千人もが訪れます。その他の時期は静かな保養地です。

奥ヤンバルの里の主な魅力は、この地を流れる涼しく爽やかな川です。ほとんどの国頭の川とは異なり、この川の土手には木々や茂みがなく、水際までよく見通せるので、子どもたちが川で遊ぶのを見守るのが容易です。季節によっては、川の中に魚やカニ、テナガエビが見られます。曲がりくねった川を下り、川幅が広がって海に合流するところまで歩けば、別の美しい景色を眺められます。

奥ヤンバルの里の宿泊施設は、近代的な快適さと、古代中国の風水の影響を受けた伝統的な沖縄建築様式を兼ね備えたコテージです。一番座と呼ばれる最も重要な部屋は、間取り図に人体の形を重ねると、その「頭」の部分に相当します。仏壇が置かれる二番目に重要な部屋、二番座は、心臓にあたります。各コテージの屋根にいるシーサーと呼ばれる獅子の守護神も見てみましょう。

滞在中は、敷地内にある小さな資料館を訪れるのをお忘れなく。地元の家族から寄贈された写真、ジオラマ模型、道具類は、かつてやんばる地域のこの一隅で営まれていた生活の様子を鮮やかに描きだしています。
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